
産婦人科 教育プログラム



産婦人科

特徴

☑ 診療内容は産科だけではなく、婦人科腫瘍（良性腫瘍、悪性腫瘍ともに）手術、腹腔鏡手術、月経

困難症、更年期障害等幅広く治療

☑

☑

☑

☑

ロボット支援下手術において、婦人科手術プロクターが在籍する当院では、安全･確実な

手術を心がけ、執刀医として担当してもらう。

指導医からしっかりと指導を受け、内視鏡技術認定医取得できる。

婦人科腫瘍専門医が単独で取得できる（愛知県で10施設のみ）

腫瘍専門医が2名在籍し指導する。（大学を除くと2名以上在籍は4病院のみ）

基本領域の産婦人科専門医が医局入局なく取得できる。
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手術件数（2021年度実績）

ロボット支援下手術（導入後1年間） ：約130件（愛知県2位）

悪性腫瘍手術 55件 帝王切開 147件

その他、治療・検査実績

麻酔件数 437件

前年比134％

前年比144％腹腔鏡下手術 101件 分娩件数（手術あり） 722件
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人員体制

医師人数

医師名（常勤） 7名： 医師（非常勤） 1名
指導医・専門医・認定医

産婦人科指導医 3名 ： 婦人科腫瘍指導医 1名 ：

産婦人科専門医 7名 ：

婦人科腫瘍専門医2名

日本産科婦人科内視鏡学会 技術認定医 1名 ：

日本がん治療認定医機構 がん治療認定医2名

日本細胞学会 細胞診専門医 1名

婦人科ロボット手術学会 ロボット支援手術プロクター 1名

日本生殖医学会 生殖医療専門医 1名
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産婦人科のキャリアパス（例）

卒後年数 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

プログラム

研修施設

産婦人科専攻医研修
産婦人科
専門医

内視鏡技
術認定医

手稲渓仁会

婦人科腫
瘍専門医

湘南鎌倉総合病院

生殖医療
専門医

母体・胎
児専門医

一宮西病院
専門医を取得後のキャリアについて

相談の上、希望に沿って選択
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年次ごとの到達目標

医師年数 分娩 帝王切開執刀 婦人科手術執刀

3年目 75件 25件 25件

4年目 75件 40件 50件

5年目

連携施設
6年目

医師年数 ロボット手術助手 ロボット手術執刀 腹腔鏡手術執刀 帝王切開執刀

7年目 50件 10件 40件 30件
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6年目到達目標（産婦人科専門医取得）

経験
症例

[分娩症例] （150例以上）※④については②・③重複化
①経腟分娩（100例以上：立ち合い）
②帝王切開（30例以上：執刀）
③帝王切開（20例以上：助手）
④前置胎盤症例の帝王切開術（5例以上：執刀医あるいは助手）
[子宮内容除去術] （10例以上：執刀）
[腟式手術] （10例以上：執刀）
[子宮付属器摘出術] （10例以上：執刀）
[単純子宮全摘出術] （10例以上：執刀）（開腹手術5例以上を含む）
[浸潤がん手術] （5例以上：執刀・助手）
[腹腔鏡下手術] （15例以上：執刀・助手）
[不妊症の原因検索・治療]（5例以上：担当・助手）
[生殖補助医療における採卵または胚移植] （5例以上：術者・助手・見学）
[思春期や更年期以降女性の愁訴診断や治療]（5例以上：担当・助手）
[経口避妊薬や低用量エストロゲン・プロゲスチン配合薬の初回処方時に、有害事象
などに関する説明] （5例以上：担当・助手）

産婦人科
専門医
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6年目到達目標（産婦人科専門医取得）

症例
記録

[症例記録] （10症例）
専門研修中に専門研修施設で主治医として診断から治療まで管理した症例の中で
その症例の主たる臨床経過が研修期間内に収まる10症例

[症例レポート] （4症例）
①周産期 ②婦人科腫瘍 ③生殖・内分泌 ④女性ヘルスケア
各分野1症例ずつ計4症例について症例を呈示するのに必要な背景、検査所見、治
療法、転帰などを800字以内にまとめ、研修管理システムへ記入

産婦人科
専門医
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週間スケジュール

時間帯 月 火 水 木 金

早朝
8：35～
9：00

病棟カン
ファランス

午前
9：00～
12：00

回診
手術

回診
産科外来

回診
婦人科外来

回診
産科外来

回診
婦人科外来

手術

午後
12：00～
17：00

手術
産褥健診
病棟勉強会

手術
新生児蘇生法

実習
産科外来 手術

・ 基本的に、定時退社ができるよう業務、待機明けスケジュールは組んでいます
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産婦人科関連の主要資格一覧

資格名
施設基準

（一宮西病院）
備考

日本産婦人科学会専門医 △ 手稲渓仁会病院・湘南鎌倉総合病院と連携で取得

内視鏡技術認定医 〇

周産期（母体・胎児）専門医 〇

婦人科腫瘍専門医 〇

生殖医療専門医 × 認定研修施設で3年間の研修を修了

臨床遺伝専門医 × 認定研修施設で3年間の研修を修了


